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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下向きに開口する製氷室(12)を画成した製氷部(12)と、前記製氷室(12)を閉成する閉成
位置および該製氷室(12)を開放する開放位置との間を傾動する水皿(14)とを備え、前記水
皿(14)を閉成位置に保持した状態で製氷室(12)に氷塊(I)を生成する製氷運転を行い、運
転切替手段(40)が製氷運転完了を検知すると、前記水皿(14)を閉成位置から開放位置に傾
動させて製氷室(12)から氷塊(I)を離脱させる除氷運転を行うと共に、前記運転切替手段(
40)の製氷運転完了の検知に基づいて前記水皿(14)の表面に給水機構(26)から水を供給し
て水皿表面に付着する氷を除去する自動製氷機において、
　前記給水機構(26)から供給される水の温度が判定基準温度より高い場合は、前記運転切
替手段(40)の製氷運転完了の検知に基づいて前記給水機構(26)からの水の供給を開始して
、前記除氷運転の開始から氷塊(I)が前記製氷室(12)から離脱し始めるまでの時間より短
い高温時供給時間の経過により該給水機構(26)からの水の供給を停止し、
　前記給水機構(26)から供給される水の温度が判定基準温度より低い場合は、前記運転切
替手段(40)の製氷運転完了の検知に基づいて前記給水機構(26)からの水の供給を開始して
、前記除氷運転の開始から氷塊(I)が前記製氷室(12)から離脱し始めるまでの時間より短
い第１低温時供給時間の経過により該給水機構(26)からの水の供給を停止し、前記製氷部
(12)からの氷塊(I)の離脱後に第２低温時供給時間に亘って給水機構(26)から水を水皿表
面に供給するようにし、
　前記第２低温時供給時間は、前記判定基準温度より低い温度の水を連続して供給した場
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合に水皿表面に付着する氷を除去し得る低温時総合供給時間から、前記第１低温時供給時
間を差し引いた残りの時間に設定される
ことを特徴とする自動製氷機の運転方法。
【請求項２】
　前記製氷部(12)からの氷塊(I)の離脱後に前記給水機構(26)から水が前記第２低温時供
給時間に亘って供給された後、前記運転切替手段(40)が除氷運転完了を検知している場合
は、前記水皿(14)を開放位置から閉成位置に向けて傾動して除氷運転から製氷運転に切替
えるようにした請求項１記載の自動製氷機の運転方法。
【請求項３】
　前記製氷運転の初期段階において、前記水皿(14)から水が供給される前記製氷部(12)の
温度を前記運転切替手段(40)により測定することで、前記給水機構(26)から供給される水
の温度を間接的に取得し、この取得した水温を前記判定基準温度と比較して水温の高低を
判定すると共に、
　前記除氷運転によって氷塊(I)が離脱した前記製氷部(12)の温度に対して、前記第２低
温時供給時間の間の除氷運転において製氷部(12)が温度上昇する値である補正値(α)を足
した温度を、前記運転切替手段(40)が除氷運転完了を検知する除氷完了温度として設定し
、前記製氷部(12)の温度が除氷完了温度となったことを前記運転切替手段(40)が検知した
ことに基づいて前記水皿(14)を開放位置から閉成位置に向けて傾動させるよう設定され、
　前記製氷部(12)から氷塊(I)が離脱した後の前記給水機構(26)からの水の供給は、前記
製氷部(12)の温度が、前記除氷完了温度から前記補正値(α)を引いた供給再開温度になっ
たことを前記運転切替手段(40)が検知したときに開始するようにした請求項２記載の自動
製氷機の運転方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、除氷運転において製氷室を開放した水皿の表面に水を供給して、水皿表面に
付着した氷を除去するようにした自動製氷機の運転方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　図８に示すように、氷塊Ｉを連続的に生成する自動製氷機としては、製氷室１２に設け
られた下向きに開口する多数の製氷小室１２Ａに製氷水を下方から噴射供給する噴射式の
ものがある。前記自動製氷機の製氷機構１０は、本体内に水平に配設された前記製氷室１
２と、この製氷室１２の下方に支軸１６を介して傾動可能に枢支された水皿１４と、この
水皿１４の下部に一体的に設けられ、内部に所定量の製氷水を貯留する製氷水タンク１８
とを備えている。製氷室１２の上面には、圧縮機ＣＭ、凝縮器ＣＤ、膨張弁ＥＶ、および
冷却ファンＦＭ等から構成される冷凍機構３０の一部をなす蒸発器ＥＰが蛇行状に密着し
て配設されている。
【０００３】
　前記冷凍機構３０は、圧縮機ＣＭからの冷媒を、冷却ファンＦＭで冷却する凝縮器ＣＤ
および膨張弁ＥＶを経て蒸発器ＥＰへ供給する冷凍回路３２と、圧縮機ＣＭからの高温冷
媒(ホットガス)をバイパス管３６を介して蒸発器ＥＰへ供給するバイパス回路３４とを備
えている。前記バイパス管３６の途中にはホットガス弁ＨＶが設けられている。冷凍機構
３０は、製氷運転時にホットガス弁ＨＶを閉成することで、冷凍回路３２に冷媒が循環す
る。製氷運転では、圧縮機ＣＭで圧縮された気化冷媒が、凝縮器ＣＤで凝縮液化し、膨張
弁ＥＶで減圧され、蒸発器ＥＰで製氷室１２との間で熱交換して該製氷室１２を冷却して
いる。このとき、前記製氷機構１０では、製氷小室１２Ａを下方から閉成する位置に水皿
１４を保持した状態で、冷却された製氷小室１２Ａに対して製氷水タンク１８の製氷水を
水皿１４の噴射孔から噴射供給することで、各製氷小室１２Ａに氷塊Ｉが生成される。な
お、製氷小室１２Ａで氷結しなかった製氷水は、水皿１４に設けられた戻り孔から製氷水
タンク１８に回収されて再び製氷小室１２Ａに噴射供給される。
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【０００４】
　前記冷凍機構３０は、除氷運転時にホットガス弁ＨＶを開放することで、バイパス回路
３４にホットガスが循環する。除氷運転では、圧縮機ＣＭからのホットガスを蒸発器ＥＰ
に供給して、該蒸発器ＥＰで製氷室１２との間で熱交換して該製氷室１２を加熱している
。このとき、製氷機構１０では、開閉機構２２を作動することで、支軸１６を中心として
水皿１４を斜め下方向へ傾動して、製氷小室１２Ａを開放する。そして、氷塊Ｉにおける
製氷小室１２Ａとの氷結部分が融解され、氷塊Ｉが自重により製氷小室１２Ａから離脱し
て水皿１４上を滑落しストッカ３８に貯蔵される。製氷運転および除氷運転の切替えは、
製氷室１２に配設したサーミスタ等の運転切替手段４０の温度検知に基づいて行われる。
【０００５】
　前記除氷運転では、水皿１４を下降して製氷小室１２Ａを開放した際に、製氷小室１２
Ａに生成した氷塊Ｉの一部が剥離して水皿１４の表面(上面)に残留することがある。そこ
で、自動製氷機では、除氷運転において水道等の外部水源に接続した給水機構２６から水
皿１４の表面に常温の水(以後、融氷水という場合がある)を供給(散水)することで、水皿
１４の表面に付着した氷片を融解して除去する洗浄工程が行われる。給水機構２６は、製
氷運転から除氷運転に切替わって、水皿１４が開閉機構２２により下降する途中で水皿１
４に融氷水の供給を開始するように設定され、所定時間に亘り連続して供給するようにな
っている。そして、自動製氷機は、前記運転切替手段４０による検知温度が離氷完了の除
氷完了温度となると、開閉機構２２により水皿１４が上昇される。
【０００６】
　前記給水機構２６は、外部水源から導入した水道水を特に温度調節することなく、常温
のまま水皿１４に融氷水として供給している。すなわち、冬季においては、給水機構２６
から供給される融氷水の温度が低くなるから、夏季に合わせて洗浄工程の時間を設定する
と、冬季においては水皿１４の表面から氷片が充分に除去されないおそれがある。この場
合、水皿１４を閉成した際に、製氷室１２と水皿１４との間に残留した氷片が噛み込み、
水皿１４や開閉機構２２等に負荷を与えたり、異形な氷塊Ｉが生成される不都合が生じる
。これに対し、冬季に合わせて洗浄工程の時間を設定すると、夏季において氷片が完全に
除去されているのにかかわらず、給水機構２６から融氷水が過剰に供給される無駄が生じ
てしまう。
【０００７】
　そこで、特許文献１の自動製氷機では、融氷水の温度に応じて融氷水を供給する時間(
間欠供給回数)を変えることで、融氷水の温度が低い場合において水皿１４に付着した氷
片を除去することができると共に、融氷水の温度が高い場合に融氷水が過剰に供給される
のを防ぐことができるようにしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００８－１７５４６３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　前記自動製氷機では、融氷水の温度に応じて融氷水を供給する時間を変えているが、特
に融氷水の温度が低い場合は融氷水の供給時間が長くなり、該融氷水の供給中に製氷小室
１２Ａから氷塊Ｉが離脱し、傾斜姿勢の水皿１４の表面で案内される氷塊Ｉに融氷水が付
着してしまう。すなわち、融氷水によって氷塊Ｉが融解されて氷塊Ｉが異形化したり、融
氷水が付着した氷塊同士がストッカ３８で氷結するブロッキングや接合した氷塊Ｉによっ
てアーチング等の弊害が発生するおそれが指摘される。
【００１０】
　すなわち本発明は、従来の技術に係る自動製氷機の運転方法に内在する前記問題に鑑み
、これらを好適に解決するべく提案されたものであって、除氷運転において水皿に供給す
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る水によって製氷部から離脱する氷塊に悪影響を与えることなく、水皿に付着した氷片を
除去し得る自動製氷機の運転方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　前記課題を克服し、所期の目的を達成するため、本願請求項１に係る自動製氷機の運転
方法は、
　下向きに開口する製氷室を画成した製氷部と、前記製氷室を閉成する閉成位置および該
製氷室を開放する開放位置との間を傾動する水皿とを備え、前記水皿を閉成位置に保持し
た状態で製氷室に氷塊を生成する製氷運転を行い、運転切替手段が製氷運転完了を検知す
ると、前記水皿を閉成位置から開放位置に傾動させて製氷室から氷塊を離脱させる除氷運
転を行うと共に、前記運転切替手段の製氷運転完了の検知に基づいて前記水皿の表面に給
水機構から水を供給して水皿表面に付着する氷を除去する自動製氷機において、
　前記給水機構から供給される水の温度が判定基準温度より高い場合は、前記運転切替手
段の製氷運転完了の検知に基づいて前記給水機構からの水の供給を開始して、前記除氷運
転の開始から氷塊が前記製氷室から離脱し始めるまでの時間より短い高温時供給時間の経
過により該給水機構からの水の供給を停止し、
　前記給水機構から供給される水の温度が判定基準温度より低い場合は、前記運転切替手
段の製氷運転完了の検知に基づいて前記給水機構からの水の供給を開始して、前記除氷運
転の開始から氷塊が前記製氷室から離脱し始めるまでの時間より短い第１低温時供給時間
の経過により該給水機構からの水の供給を停止し、前記製氷部からの氷塊の離脱後に第２
低温時供給時間に亘って給水機構から水を水皿表面に供給するようにし、
　前記第２低温時供給時間は、前記判定基準温度より低い温度の水を連続して供給した場
合に水皿表面に付着する氷を除去し得る低温時総合供給時間から、前記第１低温時供給時
間を差し引いた残りの時間に設定されるようにしたことを要旨とする。
【００１２】
　請求項１に係る発明によれば、給水機構から供給される水の温度の高低によって水皿表
面の氷を除去する水の供給制御を切替えるので、水温の変化によって水皿表面の氷が除去
されなかったり、過剰に水が供給されるのを防ぐことができる。また、判定基準温度より
水温が低い場合は、製氷部から氷塊が離脱するタイミングを挟む前後に分けて水皿表面に
水を供給するので、製氷部から離脱した氷塊に水が付着してブロッキングやアーチング等
の弊害が発生するのを防止し得る。
【００１３】
　請求項２に係る発明では、
　前記製氷部からの氷塊の離脱後に前記給水機構から水が前記第２低温時供給時間に亘っ
て供給された後、前記運転切替手段が除氷運転完了を検知している場合は、前記水皿を開
放位置から閉成位置に向けて傾動して除氷運転から製氷運転に切替えるようにしたことを
要旨とする。
【００１４】
　請求項３に係る発明では、
　前記製氷運転の初期段階において、前記水皿から水が供給される前記製氷部の温度を前
記運転切替手段により測定することで、前記給水機構から供給される水の温度を間接的に
取得し、この取得した水温を前記判定基準温度と比較して水温の高低を判定すると共に、
　前記除氷運転によって氷塊が離脱した前記製氷部の温度に対して、前記第２低温時供給
時間の間の除氷運転において製氷部が温度上昇する値である補正値を足した温度を、前記
運転切替手段が除氷運転完了を検知する除氷完了温度として設定し、前記製氷部の温度が
除氷完了温度となったことを前記運転切替手段が検知したことに基づいて前記水皿を開放
位置から閉成位置に向けて傾動させるよう設定され、
　前記製氷部から氷塊が離脱した後の前記給水機構からの水の供給は、前記製氷部の温度
が、前記除氷完了温度から前記補正値を引いた供給再開温度になったことを前記運転切替
手段が検知したときに開始するようにしたことを要旨とする。
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　請求項３に係る発明によれば、水皿から水が供給される製氷部の温度に基づいて給水機
構から水皿表面に供給される水の温度を取得するので、水温を検知するための温度検知手
段を設ける必要がなく、製造コストを抑えることができる。また、水温を自動製氷機の運
転中に取得するので、自動製氷機の運転を自動製氷機の実状に応じて制御することができ
る。
【００１５】
　本願には、次のような技術的思想が含まれている。
　前記除氷運転において、前記製氷部の温度を測定する温度測定手段による単位時間当り
の温度変化量が判定変化量以上となった場合に、前記製氷室から氷塊が離脱したと見做し
て、前記給水機構からの水の供給開始から氷塊が離脱したと見做されたまでの時間を、次
回の除氷運転における前記第１供給時間として用いるようにしたことを要旨とする。
　これによれば、製氷室の温度変化量から得られる氷塊の離脱タイミングに基づいて取得
した時間を、次回の除氷運転における第１供給時間として用いるようにしたので、自動製
氷機の運転を自動製氷機の実状に応じて制御することができる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明に係る自動製氷機の運転方法によれば、融氷水によって製氷部から離脱する氷塊
に悪影響を与えることなく、水皿に付着した氷片を除去し得る。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】実施例に係る運転方法に用いられる自動製氷機の一部を示す概略構成図である。
【図２】実施例の自動製氷機の制御ブロック図である。
【図３】実施例の自動製氷機を運転した場合の各機器の動作を示すフローチャートである
。
【図４】実施例の自動製氷機における開閉機構、給水弁およびホットガス弁等の動作状態
を示すタイミングチャート図であって、融氷水が判定基準温度より高いと判定された場合
である。
【図５】実施例の自動製氷機における開閉機構、給水弁およびホットガス弁等の動作状態
を示すタイミングチャート図であって、融氷水が判定基準温度より低いと判定された場合
である。
【図６】別実施例に係る運転方法に基づいて自動製氷機を運転した場合の各機器の動作を
示すフローチャートである。
【図７】別実施例に係る運転方法における離氷判定処理の流れを示すフローチャートであ
る。
【図８】従来の自動製氷機における製氷機構および冷凍機構の概略構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　次に、本発明に係る自動製氷機の運転方法につき、好適な実施例を挙げて、添付図面を
参照しながら以下に説明する。なお、説明の便宜上、図８に示した自動製氷機の構成要素
と同じ要素については同一の符号を使用する。
【実施例】
【００１９】
　実施例に係る自動製氷機は、図１に示すように、製氷部としての製氷室１２を有する製
氷機構１０と、製氷室１２を冷却および加熱する蒸発器ＥＰを有する冷凍機構３０とを備
えている。自動製氷機は、後述する運転切替手段４０、計時手段４２および切替スイッチ
４４等に基づいて、制御手段４６により製氷機構１０および冷凍機構３０を構成する各機
器が制御され、製氷運転と除氷運転とを交互に繰り返す運転サイクルを行うよう構成され
ている。
【００２０】
　前記製氷機構１０は、図１に示すように、下向きに開口する多数の製氷小室１２Ａが設
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けられ、本体内に水平に配設された製氷室１２と、この製氷室１２の下方に支軸１６を介
して傾動可能に枢支された水皿１４と、水皿１４の下部に一体的に設けられ、内部に所定
量の製氷水を貯留する製氷水タンク１８と、製氷水タンク１８の下部に設けられ、製氷水
を循環供給するポンプモータ２０と、水皿１４および製氷水タンク１８を一体的に傾動さ
せる開閉機構２２等とから構成される。製氷室１２の上面には、冷凍機構３０の一部をな
す蒸発器ＥＰが蛇行状に密着して配設されている。製氷室１２は、この蒸発器ＥＰにより
、製氷運転時に冷却されると共に除氷運転時に加熱されるようになっている。
【００２１】
　前記水皿１４および該水皿１４に固定された製氷水タンク１８は、開閉機構２２の開閉
モータ２４の駆動により、支軸１６を中心として製氷室１２に対して近接および離間する
よう傾動される。水皿１４は、製氷運転において、製氷小室１２Ａの開口を閉成する閉成
位置となるよう保持され、除氷運転が開始されると開閉モータ２４の駆動により、製氷小
室１２Ａの開口を開放する開放位置となるよう支軸１６を中心として下方に傾動するよう
構成される。また、水皿１４は、除氷が完了すると開閉モータ２４の駆動により、支軸１
６を中心として上方に傾動して閉成位置となるよう構成される。開閉モータ２４は、制御
手段４６により駆動され、水皿１４の開放位置および閉成位置への到来を切替スイッチ４
４が検知すると停止するよう制御される。製氷水タンク１８は、上方に開口し、外部水源
に接続する給水機構２６から水(製氷水および融氷水)が供給される。そして、製氷運転に
おいて、ポンプモータ２０を駆動することで、各製氷小室１２Ａに対応するように設けら
れた水皿１４の噴水孔(図示せず)から製氷小室１２Ａに製氷水が噴射供給される。また、
製氷小室１２Ａで氷結しなかった製氷水は、水皿１４に設けた戻り孔(図示せず)を介して
製氷水タンク１８に回収されて、製氷水として再び用いられる。製氷室１２には、該製氷
室１２の温度を検知する運転切替手段４０が配設され、この運転切替手段４０の温度検知
結果に基づいて自動製氷機における製氷運転および除氷運転が切替えられる。自動製氷機
では、運転切替手段４０が、製氷運転において製氷完了温度を検知すると除氷運転に切替
えられ、除氷運転において除氷完了温度を検知すると製氷運転に切替えられるよう制御手
段４６で制御される。なお、前記給水機構２６は、外部水源に接続して出口を前記水皿１
４の表面(上面)側に開口する給水管２８と、該給水管２８に設けられた給水弁ＷＶとを備
え、該給水弁ＷＶが制御手段４６で開閉制御されることで、水(製氷水や融氷水)が水皿表
面に供給されるようになっている。水皿表面に供給された水は、前記噴射孔や戻り孔を介
して製氷水タンク１８に回収される。実施例では、運転切替手段４０が、製氷室１２の温
度を測定する温度測定手段としての機能を有している。
【００２２】
　前記冷凍機構３０は、圧縮機ＣＭ、凝縮器ＣＤ、この凝縮器ＣＤを冷却する冷却ファン
ＦＭ、膨張弁ＥＶ、および製氷室１２の上面に設けられた蒸発器ＥＰが配管で連結されて
冷凍回路３２が構成されている。冷凍回路３２では、製氷運転時に、圧縮機ＣＭで圧縮さ
れた冷媒が、凝縮器ＣＤで凝縮液化し、膨張弁ＥＶで減圧され、蒸発器ＥＰに供給され、
圧縮機ＣＭに帰還する。この冷媒は、蒸発器ＥＰで製氷室１２との間で熱交換することで
該製氷室１２を冷却する。また、冷凍機構３０は、除氷運転時に圧縮機ＣＭからのホット
ガスを蒸発器ＥＰに供給するバイパス回路３４を備えている。バイパス回路３４は、圧縮
機ＣＭの出口側と蒸発器ＥＰの入口側とを連結するバイパス管３６を有している。バイパ
ス管３６の途中には、該バイパス管３６の管路を開閉するホットガス弁ＨＶが設けられて
いる。除氷運転では、ホットガス弁ＨＶを開放(ＯＮ)することで、バイパス回路３４に冷
媒が循環され、圧縮機ＣＭからのホットガスが、凝縮器ＣＤおよび膨張弁ＥＶを経ること
なく、バイパス管３６を介して蒸発器ＥＰに直接供給される。このホットガスは、蒸発器
ＥＰで製氷室１２との間で熱交換して該製氷室１２を加熱する。ホットガス弁ＨＶは、除
氷運転時には開放状態を維持するよう設定され、製氷運転では該ホットガス弁ＨＶを閉成
(ＯＦＦ)することで、冷凍回路３２に冷媒が循環される。また、前記冷却ファンＦＭは、
製氷運転の開始と同時に駆動し、除氷運転の開始と同時に停止する。
【００２３】
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　ここで、実施例の除氷完了温度は、除氷運転によって加熱された製氷室１２から全ての
氷塊Ｉが離脱した際の製氷室１２の温度に対し、補正値αを足した温度に設定されている
。言い替えると、製氷室１２が除氷完了温度から補正値αを引いた温度となったときには
、該製氷室１２から全ての氷塊Ｉが離脱している。実施例では、〔除氷完了温度－補正値
α〕の温度を、後述する融氷水の供給再開温度と指称する(図５参照)。なお、補正値αに
ついては、後述する低温モードで融氷水が供給される第２低温時供給時間の間の除氷運転
において製氷室１２が温度上昇すると予測される値に設定される。
【００２４】
(融氷水の供給制御について)
　実施例の自動製氷機では、前記除氷運転において、給水機構２６から水皿１４の表面に
常温の水(以後、融氷水と指称する場合もある)を供給することで、水皿１４の表面に付着
した氷片(氷)を融解して除去するよう構成されている。また、実施例の自動製氷機では、
融氷水の温度を直接または間接的に検知(取得)し、前記制御手段４６は、融氷水の温度と
予め設定された判定基準温度とを比較して、除氷運転における冷凍機構３０,開閉機構２
２,給水機構２６等の各機構の動作条件を決定する制御モードを設定するようになってい
る。具体的には、融氷水温度が判定基準温度より高い場合(実施例では判定基準温度以上
の場合)であれば、制御手段４６は、融氷水が高温であると判定して高温モードで冷凍機
構３０,開閉機構２２,給水機構２６等の各機構を制御(図４参照)し、融氷水温度が判定基
準温度より低い場合(実施例では判定基準温度未満の場合)であれば、制御手段４６が、融
氷水が低温であると判定して低温モードで冷凍機構３０,開閉機構２２,給水機構２６等の
各機構を制御(図５参照)するよう構成される。なお、実施例では、融氷水の温度を間接的
に検知(測定)するよう構成されているが、該温度の測定方法については後述する。
【００２５】
　自動製氷機は、前記運転切替手段４０が製氷完了温度を検知して除氷運転が開始されて
から、予め設定された待機時間(例えば２０秒)の経過後に、前記給水機構２６からの融氷
水の供給を開始(給水弁ＷＶの開放)するよう設定されている(図４,図５参照)。すなわち
、水皿表面の氷片を融解する融氷水は、運転切替手段４０による製氷運転完了の検知によ
って供給が開始されるよう構成される。また、除氷運転の開始初期は、前記水皿１４が閉
成位置または製氷室１２から下方へ僅かに離間した状態であるので、運転切替手段４０に
よる製氷運転完了の検知と同時に水皿表面への融氷水の供給を開始すると、水皿１４の表
面に供給された融氷水が製氷室１２に生成されている氷塊Ｉ(製氷室１２から離脱する前
の氷塊)の下面に付着してしまうおそれがある。そこで、前記待機時間を設けることで、
製氷室１２に生成されている氷塊Ｉに融氷水が付着するのを防いで、ストッカ３８内で氷
塊Ｉが再氷結するのを防止するようにしている。すなわち、前記待機時間は、閉成位置か
ら傾動を開始した水皿１４の傾斜角度が、水皿表面に供給された融氷水が製氷室１２に生
成されている氷塊Ｉに付着することのない角度となるまでに要する時間以上に設定される
。なお、切替スイッチ４４が水皿１４の開放位置を検知することを条件として、融氷水の
供給を開始するようにしてもよい。
【００２６】
(高温モードでの制御について)
　前記融氷水の温度が、前記判定基準温度以上の場合に行われる高温モードの制御では、
図４に示す如く、除氷運転が開始されてから前記待機時間が経過すると、制御手段４６は
、前記給水機構２６の給水弁ＷＶを開放制御(ＯＮ)して融氷水の供給を開始させる。そし
て、予め設定された高温時供給時間(例えば、３０秒)が経過すると、制御手段４６は、給
水弁ＷＶを閉成制御(ＯＦＦ)して融氷水の供給を停止させる。すなわち、融氷水の温度が
判定基準温度以上の高温の場合には、高温時供給時間の間は連続して融氷水が水皿表面に
供給される。この高温時供給時間は、判定基準温度以上の高温の融氷水を水皿表面に供給
した場合に、前記製氷室１２から氷塊Ｉが離脱(最初の氷塊Ｉが離脱)する前に水皿表面の
氷片を除去し得る時間(除氷運転の開始から氷塊Ｉが離脱し始めるまでの時間より短い時
間)であって、該高温時供給時間は実験により求められる。すなわち、実験により求めた
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時間が、制御手段４６に高温時供給時間として設定記憶される。また、高温モードでは、
高温時供給時間の経過後に、製氷室１２から全ての氷塊Ｉが離脱して前記運転切替手段４
０が除氷完了温度を検知することで、制御手段４６は、除氷運転を終了して製氷運転を開
始するように各機構を制御するよう設定されている。
【００２７】
(低温モードでの制御について)
　前記融氷水の温度が、前記判定基準温度未満の場合に行われる低温モードの制御では、
図５に示す如く、除氷運転が開始されてから前記待機時間が経過すると、制御手段４６は
、前記給水機構２６の給水弁ＷＶを開放制御(ＯＮ)して融氷水の供給を開始させる。そし
て、予め設定された第１低温時供給時間(第１供給時間であって、例えば、４０秒)が経過
すると、制御手段４６は、給水弁ＷＶを閉成制御(ＯＦＦ)して融氷水の供給を一時的に停
止させる。その後、除氷運転が進行して前記運転切替手段４０が、前記供給再開温度を検
知すると、制御手段４６は、給水弁ＷＶを開放制御(ＯＮ)して融氷水の供給を再開し、予
め設定された第２低温時供給時間(第２供給時間であって、例えば、５５秒)が経過すると
、制御手段４６は、給水弁ＷＶを閉成制御(ＯＦＦ)して融氷水の供給を停止させる。そし
て、低温モードでは、第２低温時供給時間の経過後に運転切替手段４０が除氷完了温度(
除氷完了温度以上の温度)を検知していれば、制御手段４６は、除氷運転を終了して製氷
運転を開始するように各機構を制御するよう設定されている。
【００２８】
　ここで、前記第１低温時供給時間は、判定基準温度未満の低温の融氷水を水皿表面に供
給した場合に、前記製氷室１２から氷塊Ｉが離脱(最初の氷塊Ｉが離脱)するまでの時間よ
り短い時間であり、該時間は実験により求められる。すなわち、実験により求めた時間を
、制御手段４６に第１低温時供給時間として設定記憶させている。そして、判定基準温度
未満の低温の融氷水を水皿表面に連続して供給した場合に、水皿表面の氷片を除去し得る
時間を低温時総合供給時間として実験により求め、この低温時総合供給時間から実験によ
り求めた前記第１低温時供給時間を差し引いた残りの時間を第２低温時供給時間として、
制御手段４６に設定記憶させている。なお、第１低温時供給時間は、具体的には低温の融
氷水が水皿表面に供給開始されてから氷塊Ｉ(最初の氷塊Ｉ)が製氷室１２から離脱するま
での時間より短かい時間(数秒短かい時間)に設定される。また、除氷運転の進行によって
製氷室１２から全ての氷塊Ｉが落下した際の前記供給再開温度についても、実験によって
求められる。すなわち、低温モードでは、除氷運転が開始されてから氷塊Ｉが製氷室１２
から離脱する前と、全ての氷塊Ｉが製氷室１２から離脱した後とに分けて融氷水を水皿表
面に供給するようになっている。
【００２９】
(融氷水の温度測定について)
　実施例の自動製氷機では、融氷水の温度を間接的に検知(測定)するよう構成されており
、該温度の測定方法について説明する。自動製氷機では、除氷運転に際して前記給水機構
２６から供給されて製氷水タンク１８に貯留された常温の水を、次回の製氷運転の製氷水
として用いるよう構成されており、製氷運転の開始時(初期段階)に製氷室１２に供給され
る常温の製氷水と熱交換する該製氷室１２の温度を測定することで、融氷水(常温の水)の
温度を間接的に知り得ることができる。そこで、製氷運転において前記ポンプモータ２０
の運転開始から所定の水温測定時間(例えば、３０秒)が経過した後の、前記運転切替手段
４０による検知温度(測定温度)を融氷水の温度として制御手段４６が記憶し、該制御手段
４６は、記憶した融氷水温度(測定温度)と判定基準温度とを比較して水温の高低を判定し
、該判定結果に基づいて次回の除氷運転での制御モードを設定するようになっている。具
体的に、融氷水の測定温度は、ポンプモータ２０の運転開始から水温測定時間の経過後の
運転切替手段４０の検知温度と、融氷水の実際の温度との関係を予め実験により取得して
、該関係をテーブル化したデータを予め制御手段４６に記憶させる。そして、自動製氷機
の実際の運転時においては、制御手段４６に予め記憶されているデータに基づいて、制御
手段４６が運転切替手段４０の検知温度から融氷水の測定温度を取得するようにしている
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。融氷水の温度は、製氷運転毎に測定しており、実施例では除氷運転毎に制御モードを高
温モードにするか低温モードにするかを判定(以後、モード判定と指称する場合もある)し
ている。なお、融氷水の温度やモード判定は、各運転サイクル毎に行うことなく、運転サ
イクルをカウントするカウンタを設け、該カウンタが設定された設定数(例えば、数１０
０)をカウントしたときの運転サイクルにおいて行って、測定温度や設定した制御モード
を更新するようにしてもよい。また、デイリータイマを用いて、測定温度や設定した制御
モードの更新を１ケ月に１回とすることもできる。
【００３０】
　ここで、実施例の自動製氷機では、製氷運転の初期段階において融氷水の温度を測定し
、該測定温度に基づいて融氷水の高低を判定することで制御モードを決定するため、制御
手段４６は、製氷運転および除氷運転を経ていない最初の運転サイクル(電源ＯＮにより
開始される除氷運転)では融氷水の高低を判定できず、制御モードを設定できない。そこ
で、実施例の自動製氷機では、最初の除氷運転時には低温モードを設定するようになって
いる。但し、融氷水の温度が判定基準温度より高いことが予測される夏場には高温モード
が設定されるようにしてもよい。
【００３１】
　図２に示す如く、自動製氷機は、前記給水機構２６からの融氷水の供給時間を計時する
計時手段４２を備えている。計時手段４２は、前記給水機構２６の給水弁ＷＶが開放制御
されると計時を開始する。そして、制御手段４６は、計時手段４２が、前記高温時供給時
間、第１低温時供給時間、第２低温時供給時間を計時すると、給水弁ＷＶを閉成制御する
ようになっている。なお、計時手段４２は、給水弁ＷＶが閉成制御されるとリセットされ
る。また、計時手段４２は、自動製氷機で用いられる前記待機時間や水温測定時間等の各
種の時間を計時し、該計時手段４２での計時時間に基づいて制御手段４６が対応する各機
構を制御するよう構成されている。なお、待機時間や水温測定時間等は、別の計時手段に
よって計時するようにしてもよい。
【００３２】
　次に、実施例に係る自動製氷機の運転方法について、図３のフローチャートを参照して
説明する。実施例の自動製氷機は、電源を投入すると、先ず除氷運転が開始されるように
なっているが、以下の説明では製氷運転が行われた後に、除氷運転が開始された時点から
の流れを説明する。
【００３３】
　自動製氷機は、除氷運転を開始(ステップＳ１０)すると、圧縮機ＣＭが駆動されると共
に、ホットガス弁ＨＶが開放されることで製氷室１２が加温され、開閉モータ２４が駆動
して開閉機構２２により水皿１４が下降される。制御手段４６は、除氷運転の開始から待
機時間が経過すると(ステップＳ１１)、製氷運転の初期に測定した融氷水の温度(測定温
度)が判定基準温度未満であるか否かを判定する(ステップＳ１２)。
【００３４】
(高温モードでの制御)
　前記ステップＳ１２が否定の場合、制御手段４６は、除氷運転を図４に示す高温モード
で制御する。すなわち、ステップＳ１３で給水弁ＷＶを開放制御することで、前記水皿１
４の表面への融氷水の供給が開始される。高温モードでは、給水弁ＷＶの開放制御によっ
て計時を開始した計時手段４２が高温時供給時間を計時(ステップＳ１４)すると、制御手
段４６は給水弁ＷＶを閉成制御し(ステップＳ１５)、水皿表面への融氷水の供給は停止す
る。
【００３５】
　融氷水が高温の場合(判定基準温度以上の場合)は、高温時供給時間の間、水皿表面に融
氷水を連続して供給することで、前記製氷室１２から氷塊Ｉが離脱(最初の氷塊Ｉが離脱)
する前に水皿表面に付着している氷片を除去することができる。すなわち、高温モードで
の融氷水の供給が停止した後に、ホットガス弁ＨＶにより加温されている製氷室１２から
氷塊Ｉが離脱し始め、該製氷室１２から全ての氷塊Ｉが離脱し、前記運転切替手段４０が
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除氷完了温度を検知(ステップＳ１６で肯定)すると、制御手段４６は、除氷運転を終了し
、ステップＳ１７に移行して製氷運転を開始する。
【００３６】
　製氷運転では、制御手段４６は、前記開閉モータ２４を駆動して水皿１４を上昇し、同
時にホットガス弁ＨＶを閉成すると共に、冷却ファンＦＭを駆動することで、製氷室１２
の冷却が開始される。また、水皿１４の上昇中に前記給水弁ＷＶが開放制御(ステップＳ
１８)されて給水機構２６から水皿表面に常温の水が供給され、該水が前記噴水孔や戻り
孔を介して製氷水タンクに貯留され、該水が次回の製氷水として用いられる。
【００３７】
　前記切替スイッチ４４が水皿１４の閉成位置を検知すると、ポンプモータ２０が駆動(
ステップＳ１９)し、水皿１４から製氷小室１２Ａに製氷水が噴射供給され、製氷小室１
２Ａに氷塊Ｉが生成される。また、ポンプモータ２０の運転開始(製氷室１２への製氷水
の供給開始)と同時に前記計時手段４２が計時を開始する。そして、制御手段４６は、計
時手段４２が水温測定時間を計時(ステップＳ２０)すると、前記運転切替手段４０の検知
温度(測定温度)を取得し(ステップＳ２１)、該検知温度を次回の除氷運転に際してモード
判定に用いる融氷水温度として記憶する。なお、製氷水を製氷水タンク１８に貯留するた
めに開放制御された前記給水弁ＷＶは、予め設定された製氷水給水時間の経過(ステップ
Ｓ２２)により制御手段４６により閉成制御される(ステップＳ２３)。そして、製氷運転
が進行して、前記運転切替手段４０が製氷完了温度を検知すると(ステップＳ２４で肯定)
、前記制御手段４６は製氷運転を終了して除氷運転に移行するべく各機構を制御する。
【００３８】
(低温モードでの制御)
　前記ステップＳ１２が肯定の場合、制御手段４６は、除氷運転を図５に示す低温モード
で制御する。すなわち、ステップＳ２５で給水弁ＷＶを開放制御することで、前記水皿１
４の表面への融氷水の供給が開始される。低温モードでは、給水弁ＷＶの開放制御によっ
て計時を開始した計時手段４２が第１低温時供給時間を計時(ステップＳ２６)すると、制
御手段４６は給水弁ＷＶを閉成制御し(ステップＳ２７)、水皿表面への融氷水の供給を一
旦停止(中断)する。除氷運転が進行して、前記運転切替手段４０が供給再開温度を検知す
ると(ステップＳ２８で肯定)、制御手段４６は、再び給水弁ＷＶを開放制御(ステップＳ
２９)して水皿表面への融氷水の供給を再開する。
【００３９】
　ステップＳ２９での給水弁ＷＶの開放制御によって計時を開始した計時手段４２が第２
低温時供給時間を計時(ステップＳ３０)すると、制御手段４６は給水弁ＷＶを閉成制御し
(ステップＳ３１)、水皿表面への融氷水の供給を停止する。また、制御手段４６は、ステ
ップＳ１７に移行して製氷運転を開始する。ステップＳ１８からステップＳ２４までの流
れは、前述した通りである。なお、低温モードでは、製氷室１２の温度が、該製氷室１２
から全ての氷塊Ｉが離脱したときの温度である供給再開温度となった後も除氷運転(ホッ
トガス)によって製氷室１２は加温されるが、前述したように除氷完了温度は、低温モー
ドにおいて第２低温時供給時間の間に温度上昇する製氷室１２の上昇分に対応する補正値
αだけ供給再開温度より高い値に設定されているので、高温モードおよび低温モードにお
いて製氷運転に切替わる際の製氷室１２の温度は略同じとなる。
【００４０】
　実施例の自動製氷機の運転方法によれば、融氷水の温度に応じて融氷水の制御モードを
切替えているので、融氷水が何れの条件であっても、製氷室１２から氷塊Ｉが水皿表面に
落下するときに水皿表面に融氷水が供給されることはなく、氷塊Ｉに融氷水が付着してス
トッカ３８で再氷結してブロッキングやアーチング等の弊害が発生するのを防ぐことがで
きる。また、実施例の自動製氷機の運転方法によれば、製氷運転の初期段階において、常
温の製氷水が供給されている製氷室１２の温度を検知する運転切替手段４０での検知温度
から融氷水の温度を取得し、取得した融氷水の温度(測定温度)と判定基準温度とを比較し
て融氷水の高低を判定するので、融氷水の温度を検知するための専用の温度検知手段を設
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ける必要がなく、製造コストを抑えることができる。また、自動製氷機が実際に運転中に
測定した融氷水の温度に基づいて融氷水温度の高低を判定するため、自動製氷機の運転を
自動製氷機の実状に応じて制御できる。
【００４１】
　ここで、実施例では、除氷運転から製氷運転への切替えの契機となる除氷完了温度を、
製氷室１２から全ての氷塊Ｉが離脱したときの温度に補正値αを足した温度として設定す
ると共に、低温モードにおいて融氷水の供給を再開する契機となる供給再開温度を、除氷
完了温度から補正値αを引いた温度として設定している。これにより、高温モードおよび
低温モードにおいて、製氷運転が開始されるときの製氷室１２の温度が略同じとなるよう
にしている。従って、製氷運転の初期段階において製氷室１２の温度から得られる融氷水
の温度を、何れの制御モードで制御された除氷運転から製氷運転に切替わる場合であって
も、実際の融氷水の温度に対応した温度とすることができ、次回の除氷運転における制御
モードを適切に設定し得る。
【００４２】
〔別実施例〕
　次に、別実施例に係る自動製氷機の運転方法について説明する。別実施例では、前記製
氷室１２から氷塊Ｉが離脱し始めるタイミング(時間)を取得する離氷判定処理を自動製氷
機の運転中に行い、該取得したタイミング(時間)に基づいて次回の低温モードでの第１低
温時供給時間を設定するよう構成されている。なお、別実施例の運転方法については、実
施例と異なる部分について主に説明するものとする。
【００４３】
(離氷判定処理について)
　別実施例の離氷判定処理では、低温モードにおいて、除氷運転の開始から前記待機時間
が経過すると同時(給水機構２６からの融氷水の供給開始と同時)に前記計時手段４２での
計時を開始する。また、前記運転切替手段４０による製氷室１２の単位時間当りの温度変
化量を監視し、該温度変化量が判定変化量以上となった場合に、製氷室１２から氷塊Ｉが
離脱し始めたと見做し、製氷室１２の温度変化量が判定変化量以上となるまでの前記計時
手段４２の計時時間を、制御手段４６が第１低温時供給時間として記憶する。具体的には
、水皿表面への融氷水の供給が開始されると、制御手段４６は、運転切替手段４０の検知
温度Ｔ１を取得すると共に、単位時間後(例えば、２秒後)に運転切替手段４０の検知温度
Ｔ２を再び取得する。そして、制御手段４６は、Ｔ２－Ｔ１の温度変化量(温度勾配)が判
定変化量ｔ以上であるか否かを判定し、製氷室１２の温度変化量が判定変化量ｔ以上とな
るまで単位時間当りの温度変化量と判定変化量ｔとを比較する処理を繰り返し、製氷室１
２の温度変化量が判定変化量ｔ以上となったときの前記計時手段４２の計時時間を、離氷
時間βとして記憶する。なお、計測された離氷時間βは、後述するように次回の除氷運転
におけるモード判定において第１低温時供給時間として用いられるものであって、該離氷
時間βは、融氷水の供給開始から氷塊Ｉが離脱するまでの時間よりも短くなるように、計
測された離氷時間βから所定の補正値(例えば、２秒)を引いた値として記憶するようにし
てもよい。なお、該補正値は、実験等によって適切な値を求めるようにすればよい。
【００４４】
　ここで、別実施例の低温モードでは、水温が判定基準温度未満の融氷水を供給すること
で水皿１４の表面に付着している氷片を完全に除去し得る前記低温時総合供給時間(例え
ば、９０秒)Ｒを制御手段４６に記憶させ、該低温時総合供給時間Ｒから前記離氷判定処
理において計測された離氷時間β(第１低温時供給時間)を差し引した時間を第２低温時供
給時間として用いるようになっている。
【００４５】
　また、別実施例では、自動製氷機の運転を開始する際には、低温モードで用いる第１低
温時供給時間の適切な値が分かっていないことから、第１低温時供給時間γの初期の値と
して、γ＝０が設定される。そして、除氷運転に際しては、第１低温時供給時間γの値が
γ＝０の場合と、γ≠０の場合とで異なる低温モードでの制御を行うようになっている。
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具体的には、γ＝０の場合は、前回の除氷運転に際して製氷室１２から氷塊Ｉが離脱する
タイミングで融氷水が水皿表面に供給されていたものとして、適切な第１低温時供給時間
を得るために各機構を制御する処理が行われ、γ≠０の場合は、前回の除氷運転に際して
製氷室１２から氷塊Ｉが離脱するタイミングで融氷水が水皿表面に供給されていないもの
として、実状に応じた第１低温時供給時間を得るために各機構を制御する処理が行われる
。なお、以後の説明において、γ＝０の場合の低温モードについて第１の低温モードと指
称し、γ≠０の場合の低温モードについて第２の低温モードと指称して区別する場合もあ
る。また、第１の低温モードでは、前回の除氷運転に際して離氷判定処理が行われておら
ず、適切な第１低温時供給時間が分からないことから、該第１の低温モードでは、融氷水
の供給を分けることなく低温時総合供給時間Ｒに亘って融氷水を供給する制御が行われる
ようになっている。
【００４６】
　次に、別実施例に係る自動製氷機の運転方法について、図６,図７のフローチャートを
参照して説明する。なお、前回の運転サイクルにおいて、第１低温時供給時間γが、γ＝
０であった場合で説明する(ステップＣ１０)。
【００４７】
　自動製氷機は、除氷運転を開始(ステップＣ１１)すると、圧縮機ＣＭが駆動されると共
に、ホットガス弁ＨＶが開放されることで製氷室１２が加温され、開閉モータ２４が駆動
して開閉機構２２により水皿１４が下降される。制御手段４６は、除氷運転の開始から待
機時間が経過すると(ステップＣ１２)、製氷運転の初期段階において測定した融氷水の温
度が判定基準温度未満であるか否かを判定する(ステップＣ１３)。
【００４８】
(高温モードでの制御)
　前記ステップＣ１３が否定の場合、制御手段４６は除氷運転を高温モードで制御する。
すなわち、ステップＣ１４で給水弁ＷＶを開放制御することで、前記水皿１４の表面への
融氷水の供給が開始される。高温モードでは、給水弁ＷＶの開放制御によって計時を開始
した計時手段４２が高温時供給時間を計時(ステップＣ１５)すると、制御手段４６は給水
弁ＷＶを閉成制御し(ステップＣ１６)、水皿表面への融氷水の供給は停止する。また、制
御手段４６は、第１低温時供給時間γの値を、γ＝０として記憶する(ステップＣ１７)。
すなわち、高温モードでは、第１低温時供給時間γは更新されない。なお、高温モードで
制御される前に低温モードでの制御が行われ、第１低温時供給時間γの値がγ≠０となっ
ている場合は、γ＝０と書き換えられる。そして、前記運転切替手段４０が除氷完了温度
を検知(ステップＣ１８で肯定)すると、制御手段４６は、ステップＣ１９に移行して製氷
運転を開始する。なお、製氷運転での各機構の制御は前述した実施例と同じである。
【００４９】
(低温モードでの制御)
　前記ステップＣ１３が肯定の場合、制御手段４６は除氷運転を低温モードで制御する。
低温モードでは、ステップＣ２０において、第１低温時供給時間γの値が、γ＝０である
か否かを判定し、該ステップＣ２０が肯定である場合は、ステップＣ２１に移行して第１
の低温モードで除氷運転が制御される。これに対し、前記ステップＣ２０が否定の場合は
、ステップＣ２６に移行して第２の低温モードで除氷運転が制御される。
【００５０】
(離氷判定処理)
　ここで、第１の低温モードおよび第２の低温モードで制御される除氷運転において並行
して実行される離氷判定処理について、図７を参照して説明する。該離氷判定処理では、
各低温モードにおいて、後述する水皿表面への融氷水の供給が開始されると、制御手段４
６は、運転切替手段４０の検知温度Ｔ１を取得すると共に、単位時間が経過すると再び運
転切替手段４０の検知温度Ｔ２を取得する(ステップＤ１０～Ｄ１２)。そして、制御手段
４６は、ステップＤ１３において、Ｔ２－Ｔ１の温度変化量が判定変化量ｔ以上であるか
否かを判定する。ステップＤ１３が否定の場合は、ステップＤ１０～ステップＤ１３を繰
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り返す。そして、ステップＤ１３が肯定されると、制御手段４６は、融氷水の供給開始(
給水弁ＷＶの開放)により計時を開始した前記計時手段４２の、温度変化量が判定変化量
ｔ以上であると判定した時点での計時時間を、離氷時間βとして記憶する(ステップＤ１
４)。
【００５１】
(第１の低温モードでの制御)
　第１の低温モードでは、制御手段４６は、ステップＣ２１で給水弁ＷＶを開放制御して
前記水皿１４の表面への融氷水の供給を開始させる。そして、制御手段４６は、給水弁Ｗ
Ｖの開放制御によって計時を開始した計時手段４２が低温時総合供給時間Ｒを計時(ステ
ップＣ２２)すると給水弁ＷＶを閉成制御し(ステップＣ２３)、水皿表面への融氷水の供
給を停止する。また、制御手段４６は、前記離氷判定処理において記憶した離氷時間βを
、第１低温時供給時間γの値(γ＝β)として記憶する(書き換える)(ステップＣ２４)。そ
して、除氷運転が進行して、前記運転切替手段４０が除氷完了温度を検知すると(ステッ
プＣ２５で肯定)、制御手段４６は、ステップＣ１９に移行して製氷運転を開始する。
【００５２】
(第２の低温モードでの制御)
　次に、前記ステップＣ２０が否定の場合、すなわち前回の除氷運転に際して離氷判定処
理によって計測された離氷時間βに第１低温時供給時間γの値が書き換えられている場合
(γ＝βの場合)、制御手段４６は、ステップＣ２６に移行して第２の低温モードで除氷運
転を制御する。制御手段４６は、ステップＣ２６で給水弁ＷＶを開放制御して、前記水皿
１４の表面への融氷水の供給を開始させる。そして、ステップＣ２６での給水弁ＷＶの開
放制御によって計時を開始した計時手段４２が、制御手段４６に記憶されている前回の離
氷判定処理により計測された離氷時間である第１低温時供給時間γ(＝β)を計時(ステッ
プＣ２７)すると、制御手段４６は給水弁ＷＶを閉成制御し(ステップＣ２８)、水皿表面
への融氷水の供給を一旦停止(中断)する。除氷運転が進行して、前記運転切替手段４０が
除氷完了温度を検知すると(ステップＣ２９で肯定)、制御手段４６は、再び給水弁ＷＶを
開放制御(ステップＣ３２)して水皿表面への融氷水の供給を再開する。また、第２の低温
モードにおいても、除氷運転と並行して実行される前記離氷判定処理において、ステップ
Ｃ２６での融氷水の供給開始(給水弁ＷＶの開放)により計時を開始した前記計時手段４２
の、製氷室１２の単位時間当りの温度変化量が判定変化量ｔ以上であると判定された時点
での計時時間を、新たな離氷時間βとして制御手段４６が記憶する(ステップＤ１４)。
【００５３】
　ステップＣ３０での給水弁ＷＶの開放制御によって計時を開始した計時手段４２が、前
記低温時総合供給時間Ｒ－第１低温時供給時間γ(＝β)で得られる第２低温時供給時間(
Ｒ－β)を計時(ステップＣ３１)すると、制御手段４６は給水弁ＷＶを閉成制御し(ステッ
プＣ３２)、水皿表面への融氷水の供給を停止する。また、制御手段４６は、第２の低温
モードでの離氷判定処理によって記憶した離氷時間βを、新なた第１低温時供給時間γの
値(γ＝β)として更新し(ステップＣ３３)、製氷運転を開始する(ステップＣ１９)。そし
て、以後の除氷運転において、低温モードでの制御が継続する場合(ステップＣ１３で肯
定)は、ステップＣ２０では否定されるので、ステップＣ２６～ステップＣ３３の処理が
行われ、第２の低温モードで制御される除氷運転が行われる毎に、第１低温時供給時間γ
(＝β)の値が更新される。
【００５４】
　別実施例の運転方法によれば、自動製氷機の運転中に取得した製氷室１２から氷塊Ｉが
離脱し始めるタイミング(離氷時間β)に基づいて第１低温時供給時間および第２低温時供
給時間を設定するので、実機の実状に応じて低温モードにおける融氷水の供給制御を行う
ことができ、氷塊Ｉに融氷水が付着してストッカ内で氷塊Ｉが固化するのを防止し得る。
また、低温モードでの除氷運転毎に、第１低温時供給時間γの値を、離氷判定処理におい
て計測した離氷時間βに更新するので、融氷水の温度変化の追従性がよく、精度の高い融
氷水制御を行い得る。更に、自動製氷機の運転中に、第１低温時供給時間γ(＝β)を取得



(14) JP 6397767 B2 2018.9.26

10

20

30

40

するので、予め実験等を行って第１低温時供給時間を取得する必要はなく、手間を省くこ
とができる。
【００５５】
〔変更例〕
　本発明は、前述の実施例に限定されず、以下の如く変更することも可能である。
(１) 実施例では、運転切替手段の検知温度から融氷水の温度を取得したが、凝縮器の温
度を検知するセンサや外気温を検知するセンサでの検知温度から融氷水の温度を取得する
ようにしてもよい。また、融氷水の温度を、他のファクターの温度から取得するのではな
く、該融氷水の温度を温度センサで直接検知するようにしてもよい。
(２) 低温モードにおいて、除氷運転の開始を契機として第１低温時供給時間だけ融氷水
を供給した後、運転切替手段が除氷完了温度を検知するまで融氷水の供給を停止し、除氷
完了温度となった後に第２低温時供給時間だけ融氷水を供給するようにしてもよい。
(３) 製氷室から最初の氷塊が離脱してから最後の氷塊が離脱するまでに要する離脱時間
を実験により求め、低温モードでは、除氷運転の開始を契機として第１低温時供給時間だ
け融氷水を供給した後、離脱時間の間は融氷水の供給を停止し、該離脱時間の経過により
第２低温時供給時間だけ融氷水を供給するようにしてもよい。
【００５６】
(４) 実施例では、第２低温時供給時間の融氷水の供給が停止した後に、除氷運転から製
氷運転に切替えるようにしたが、水皿が開放位置から閉成位置に移動するのに要する復帰
時間より、第２低温時供給時間が短かい場合は、第２低温時供給時間の融氷水の供給中に
除氷運転から製氷運転に切替えることができる。
(５) 高温モードにおける高温時供給時間については、融氷水の温度と水皿表面から氷片
を融解除去し得る時間との関係を予め実験により取得して、該関係をテーブル化したデー
タを予め制御手段４６に記憶し、融氷水の温度に応じて高温時供給時間の長さを変えるよ
うにしてもよい。
(６) 融氷水の温度は、周囲温度に影響されると共に、該周囲温度の高低によって除氷運
転において除氷開始から氷塊が離脱し始めるまでの時間も異なる場合がある。そこで、低
温モードにおける第１低温時供給時間について、周囲温度(融氷水の温度)と除氷開始から
氷塊が離脱し始めるまでの時間との関係を予め実験により取得して、該関係をテーブル化
したデータを予め制御手段４６に記憶し、周囲温度(融氷水の温度)に応じて第１低温時供
給時間の長さを変えるようにしてもよい。
(７) 実施例では、運転切替手段によって製氷室(製氷部)の温度を検知して製氷運転と除
氷運転とを切替えるようにしたが、運転切替手段はタイマ等の計時手段を用いることがで
きる。すなわち、予め設定された製氷完了時間や除氷完了時を計時手段(運転切替手段)が
計時することで製氷運転と除氷運転とを切替えるようにすることができる。
(８) 実施例では、運転切替手段が製氷運転完了を検知(製氷完了温度の検知)してから待
機時間が経過してから融氷水の供給を開始するようにしたが、運転切替手段の製氷運転完
了の検知と同時に融氷水の供給を開始するようにしてもよい。
【符号の説明】
【００５７】
　１２ 製氷室(製氷部)
　１４ 水皿
　２６ 給水機構
　４０ 運転切替手段(温度測定手段)
　Ｉ 氷塊
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